
【様式】     授業時数の弾力化に係るモデル校事業取組内容    深谷市立八基小学校 

１ 研究構想 

 （１）研究主題 

 

 

  

 （２）主題設定の理由 

    本校は全校児童数１１１名おり、全学年単学級で構成されている。学区内に渋沢栄一翁の生家

である「中の家」を有し、学校に隣接して「渋沢栄一記念館」がある。栄一翁生誕の地の学校と

して、『立志』と『忠恕』を学校の教育目標の礎に置き、子供たちの育成に努めている。 

児童は学年に応じて、栄一翁の生き方や偉業に触れ、それらを語り継ぐ地域の人との交流を通

して、自分たちのふるさとについて学んでいる。今住んでいる場所が、自然や文化、人材等に恵

まれていることに気付いている一方、ふるさとに対する積極的な関心や新たな価値を見いだそう

とする意識までは高まっていない。 

２０２１年には栄一翁を題材にした NHK 大河ドラマ「青天を衝け」が放映され、２０２４年

には栄一翁が新１万円札の顔となるこの機会に、改めて、栄一翁の生き方に触れ、受け継がれて

きた先人の思いや、郷土の自然や文化について学ばせていきたい。そして、地域ならではの特色

に触れながら、地域の伝統的な行事に参加したり、地域の様々な方々と交流したりして、ふるさ

と「八基」の未来を思い描けるような児童の育成を目指していく。人との双方向の交流や栄一翁

に関わる体験活動を充実させることで、ふるさとの魅力を知るとともに、今日的な課題を発見し、

主体的に解決する等、ふるさとの未来について進んで考え、持続可能な社会で生き抜く能力を育

成したいと考え、本主題を設定した。 

 

 （３）目指す児童像 

   ◆渋沢栄一翁の志を受け継ぎ ふるさとを愛し 夢と思いやりの心をもつ 八基の子 

 

（４）研究仮説 

ふるさと教育を軸として、カリキュラムを弾力的に運用し、渋沢栄一翁に関わる教育活動を充

実させることができれば、ふるさとを誇りに思い、八基の将来を担う子が育つであろう。 

 

 （５）研究組織  
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～ふるさと教育に係るカリキュラムの弾力化を通して～ 
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（６）全体構想図と授業時数特例制度の活用について 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1、２年生「生活科」、３～６年生「総合的な学習の時間」で、ふるさとに関わる豊かな 

体験活動を実施する。そして、体験したことを国語で日記に書いたり、社会で新聞にまと 

めたり、図工で絵に表したりするなどして、教科等横断的にふるさと教育を充実させる。 

 

 

【ふるさと教育全体構想図】 

栄一翁こころざし読本 
語らいの日・6 つのちかいの取組 特別の教科 道徳 

道徳教育 



２ 研究内容 

（１）各部の取り組み 

◇授業研究推進部 

豊かな体験活動を繋げるカリキュラムマネジメント 

①弾力化に係るカリキュラムの作成           ②体験活動の見える化              

  

   

  

◇環境整備推進部 

ふるさと教育を進めるにあたり、児童の実態を知るとともに、環境整備を推進する。 

①ふるさとアンケート      ②校内・校外の環境整備 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

八基に根付く体験活動、弾力化に係る教科、行事

等を線で結び、教科等横断的な視点でとらえられる

ようにした。学習者と指導者が、教科を超えた学習

の結びつきを意識することができた。 

 
2年 弾力化に係る指導計画 

５年 体験活動シート 



◇地域連携推進部 

地域と連携しふるさと教育を進めるための継続的な人材の発掘と日々の情報発信をする。 

①「チーム夢はち」の結成 

学校の教育活動のお手伝いをしてくださる地域の人材を募集          

         

 

 ②家庭・地域への情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）アンケートの結果 

 

 

多くの体験活動や掲示物等を通して栄一 

 翁に触れ、様々な活動を通して地域の方の 

 あたたかさに触れ、八基の魅力を感じるこ 

 とができたと考えられる。 

 

   

 

 

 

学校だより 

『ふるさと夢はちコーナー』 

学校だよりの一角に、四季折々の

ふるさとを感じる活動の様子を載

せ、家庭や地域へ発信している。 

八基小HP 

子供たちの生き生きとした様子を発信中!! 

「ふるさと教育」のカテゴリを作成した。そのカ

テゴリを選択することで、八基小に根付く活動に

アクセスすることができる。 



 （３）成果○と課題● 

〇ふるさと教育を軸として、カリキュラムを弾力的に運用したことで、栄一翁に関わる教育活

動を充実させることができた。様々な体験活動を生かしながら、教科等横断的な視点でカリ

キュラムを見つめ直すことで、教師にとっても、児童にとっても教科を超えた学習の結びつ

きがあることが分かった。八基に受け継がれている教育活動を教科・領域等と繋ぐことによ

り、「ふるさと教育」を持続可能な方向につなげることができた。 

〇体験活動シートや掲示物等を作成することにより、八基に根付く教育活動の「見える化」が

図れた。記録を残すことで、授業者が変わっても今後も活動を持続させていくことができる。 

●喫緊の課題が「地域を担う人材の減少」である。豊かな体験活動を充実させていくためには、

地域人材の確保は必須である。八基の魅力を発信しながら、地域・家庭・学校が一体となっ

て、地域を担う児童を育成することが今後の課題である。 

 


